
当日配布資料５ 

佐賀県との「パートナーシップ宣誓制度の利用に関する協定」の締結について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．締結日   令和４年 6月１日 

 

２．締結の内容 

   「パートナーシップ宣誓制度の利用に関する協定」を締結することで、佐賀県に

おいてパートナーシップ宣誓を行った当事者が、鳥栖市において宣誓をすることな

く、佐賀県の利用可能なサービスに加えて、鳥栖市のサービスを受けられます。 

 

３．鳥栖市におけるパートナーシップ宣誓書受領証の提示により利用可能なサービス  

   ○ 鳥栖市営住宅の入居の申し込みの際のご家族同様の対応 

 

佐賀県では、県民一人ひとりが、多様な特性や個性を理解し、お互いに認めあ

える佐賀らしいやさしさが自然とあふれる佐賀県を目指す「さがすたいる」の取組

みのひとつとして「佐賀県パートナーシップ宣誓制度」を令和３年 8 月 27 日に開

始しました。 

法制度の中で、様々な性的指向や性自認の人たちの生活上の障壁をなくすこ

とを目的としており、同性のカップルなど性的マイノリティの方々が、お互いをか

けがいのないパートナーであることを約束する宣誓を行い、佐賀県が、お二人の

関係性を証明する「パートナーシップ宣誓書受領書」を交付する制度です。 

 

※令和４年 10月 31日現在 

・県内 20市町との相互利用協定もしくは利用協定の締結 

・県外自治体との連携協定（茨城県、福岡市） 

※鳥栖市営住宅条例 (入居者の資格) 

第 4条 （略） 

(2)現に同居し、又は同居しようとする親族(婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と

同様の事情にある者その他婚姻の予約者を含む。この条及び第 14条において同じ。)

があること。 


